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論文審査の要旨 

 

 歯の発生は上皮間葉相互作用を介した複雑な形態形成プロセスをたどる。その過程に

おける歯の形態形成の時空間的な調節は、遺伝子発現によって支持される。歯の発生に

関与する遺伝子の多くは知られているが、歯の形態形成の根底にある分子機構は完全に

は理解されていない。歯の発生を統合的に理解するためには、未知の遺伝子の解明が重

要である。 

 本研究では、歯の発生、形態形成に関わる未知の遺伝子を同定するために、歯の発生

の各段階で得られたサンプルから、網羅的遺伝子発現解析を行った。さらに、発生過程

における時空間的な調節を解明するため、in situ hybridization および qPCR による解析を

行い、特徴的な発現を認める新たな 17 の遺伝子を明らかにした。過去の他器官発生に

おける各遺伝子の機能や、歯の発生において同様の部位で発現する遺伝子の機能との比

較から、同定した 17 遺伝子はそれぞれ歯胚の領域決定や、シグナルセンターの未分化

性の維持などに関わることが示唆された。 

 公聴会では、これまでの歯の発生、形態形成に関する網羅的遺伝子探索とは異なる、

候補遺伝子の抽出法に工夫を加えた点を強調するとともに、歯のオルガノイドを作成し、

遺伝子による領域決定や細胞周期、未分化性の制御機構を検討することで、歯の発生、

形態形成のプロセスを解明したいとする今後の展望を明らかにした。 

 本研究の結果は、同定した遺伝子が歯の発生過程において重要な役割を果たす可能性

を示唆しており、歯の発生のプロセスの統合的な理解につながると考えられることから、

十分に博士（医学）に値する研究であると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに口腔・顎顔面機能制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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